
Copyright © SERVICE GRANT. All Rights Reserved.

1

資料作成協力：

認定NPO法人サービスグラント
資料作成：
認定NPO法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ（NPOクラブ）

「ちばふるさとプロボノ」 事業概略説明

千葉県内の支援希望団体と全国のプロボノワーカーがつながるサポート！
～千葉県のコーディネーター団体としてNPOクラブが実施中～

ちばの農・林・水産業をはぐくむ活動を
地域を越えて「一緒につくる」

2023年7月～2024年2月実施
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まず、私たちNPOクラブについて―
行政をはじめ様々な組織と連携しながら、
NPO・市民活動を支援し、地域づくりのための
コーディネートを行う千葉県域で活動する
中間支援団体です

認定NPO法人

ちば市民活動・市民事業サポートクラブ
（通称 NPOクラブ）の実施事業

2019年から実施

・ 八街市協働のまちづくり
コーディネーター育成事業
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NPOクラブの「プロボノ」事業の実施について

プロボノとは？
仕事で得た知識や経験、専門性を活かした

ボランティア活動のひとつの形

NPOクラブでは、
「ちばプロボノチャレンジ」2019～2021

を3年間実施

プロボノで支援を受けたい千葉県内の団体と
ボランティア参加したい人3~5人をチーム編成して、

期間を限定したプロジェクトとして実施し、
一定の課題解決に取り組みました
（20団体と延べ64人の参加者をマッチング）
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今年度の「ちばプロボノ」の実施について

コロナ禍を経て、プロボノでもオンライン支援が一般化した今、
支援団体とプロボノワーカーは県の垣根を越えて

ボーダレスにつながりやすくなった

～もっと自由にやわらかにつながる～

全国で展開している「ふるさとプロボノ」の枠組みの中で、
NPOクラブは、千葉県域のコーディネート団体として

2023年度はプロボノ事業を実施します
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認定NPO法人サービスグラント
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プロボノプロジェクトを全国展開している

NPO法人サービスグラントと連携して、同法人運営の

プロボノのマッチングサイト「GRANT」

を活用したプロボノ事業「ちばふるさとプロボノ」

を2023年度は実施

プロボノ*プロジェクトを、2005年からコーディ ネート。これまでに参加したプロボノ

ワーカー は約5,000名、実施プロジェクトは1,000件を超える、国内最大規模のプロボノ

運営団体です。行政、企業との協働実績も豊富。
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『ふるさとプロボノ』

『ちばふるさとプロボノ』 とは？

ふるさとプロボノは、農林水産業に関わる地域の活性化に取り

組 む地域コミュニティや団体と、地域外のビジネスパーソンや

クリエイターをつなぐプログラム。

ソトの人が地域の暮らしや、なりわいを現地滞在で実体験して

理解するとともに、仕事で培ったスキルや経験の提供（プロボ

ノ）により地域コミュニティの活動基盤強化や、地域の活性化

を応援する「課題解決型 地域交流プログラム」です。農林山間

部地域の交流人口も創出します。

本事業は、農林水産省「農山漁村振興交付金（地域活性化対策（農山漁村関わり創出事業））」
の採択を受けた事業となります
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『ふるさとプロボノ』導入の実施体制

地域コーディネーター
ボランティアセンター、市⺠協働センター、 社会

福祉協議会、中間支援組織、関係人口案内所、 地

域おこし協力隊ネットワーク、自治体等

地域コミュニティや団体
NPO法人、任意団体、協会、協議会、自治体、

一般社団法人、地域商社、まちづくり会社等

地域外からの参加者
営業職、マーケティング、宣伝、経営戦略、

総務、経理、コンサルタント、デザイナー等

ふるさとプロボノ

成果物を提供するプロジェクト
×

現地滞在のコミュニケーション

研修、相談、交流会等

連携 連携自治体

7

NPOクラブ
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「ふるさとプロボノ」の特設サイト
https://furusato-probono.jp/
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https://furusato-probono.jp/
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「また会いたい」。地域のリアルに五感で触れて
地域への愛着が生まれる「コミュニケーション」

林業体験。山や地域の話を聞き、五感で
地域の現状を知る（⻑野県伊那市）

漁業体験。地域の方の日常に混ざり、地
域の魅力を直接伺う（岩手県大船渡市）

9

課題解決の成果物を作るため、地域の方々
にヒアリングを行う（⻑野県高山村）

地域の現状や活動について話を聞くと、
“他人事“ではなくなる（島根県益田市）

農業体験。地域資源の収穫を通して、リ
アルな暮らしに触れる（⻑野県高山村）

地元の食と酒を囲みながら、地元の方々と
打ち解けていく（兵庫県上郡町）

地域のなりわいを体験

地域の人々から、地域づくりの活動や、思いをヒアリング
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現地滞在とリモートを活用『ふるさとプロボノ』の流れ

地域の農林水産業や移住交流施策、地域
団体情報を聞きながら、プロジェクトの
成果や方向性を確認（鹿児島県種子島）

①キックオフミーティング

農業体験を行いながら、地域のなりわい
や暮らし、目指す先や課題を見聞きする、
五感で地域を知る経験（福井県勝山市）

②現地滞在（活動体験）

プロボノ活動として、地域の方々にヒアリング
を行う参加者。並行して文献調査等から情報収
集と分析を進める（⻑野県高山村）

③現地滞在（ヒアリング）

これまでの活動についてまとめ、プロ
ジェクトの進捗共有と、成果物の方向性
をリモートで提案（福島県南会津町）

④中間提案ミーティング

成果物を納品した後、団体が成果物を役立てる
ための地域連携会議「第3回 アフタープロボノ
ミーティング」にも参加（⻑野県高山村）

⑥現地滞在（団体が成果物を活動に役立てる）⑤成果物制作を進め、納品

活動マニュアル作成ウェブサイト改善提案

チラシ作成

地域団体

コーディネーター

参加者

地域団体

Facebookページ立上げ
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特徴は「プロジェクト型」。ソトの人も
関わりやすく、地域の課題解決も前に進む。

仕事と両立可能な

活動時間

参加者は週3-5時間

平日夜や土日に活動

開始前に合意する

スケジュール

ゴールに向けた

1-3カ月の具体的な

アクション

明確で具体的な

ゴール

地域団体の役に立つ

具体的な成果物
を提供

SNS運用提案

チラシ作成

活動運営マニュアル作成 新商品開発

講師、先生 等々顧客管理、情報整理

情報発信の強化や、運営・収益の改善・円滑化につながる成果物

ウェブサイト改善 動画編集・制作 マーケティング

1

1
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『ふるさとプロボノ』のその後

友人や家族を連れて「第二のふるさと」を再訪
プロジェクト完了から旭カ月後、石川県津幡町や島根県松江市大根島、千葉県館山市

等では、プロボノによって「第二のふるさと」となった地域を再訪する参加者の姿が

ありました。友達や家族を連れて、または参加者同士で、「また会いたくなる」関係

となった地域の方々と共に農業体験や漁業体験に取り組み、成果物の活用状況を伺い

ながら、地域との交流を深めました。

提案実現のため引き続き関わる
地域内連携による「ワインぶどう収穫体験のモデルツアー」等の成果物を納品した⻑

野県高山村では、プロジェクト完了後から早速「アフタープロボノミーティング」を

地域のみなさんが自主的に開始。その打合せに参加者も同昡して意見交換をしたり、

ツアー実現に向けた進捗共有をFacebookグループで行いながら、半年後に実施された

ツアーにも参加しました。

個人的なプロボノ活動で関わり続ける
プロボノを通じて、地域コミュニティや団体の組織基盤強化における自らの「関わり

しろ」を見つける参加者。静岡県東伊豆町では、財務経理のプロボノ支援や、プレゼ

ン資料のブラッシュアップなど、プロジェクト完了後も個人的なプロボノ活動を継続

する例も現れました。
12

「ふるさとプロボノ」の長期的な効果について

交流人口
を創出！
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ふるさとプロボノは、プロボノマッチングサイト「GRANT」
を活用して進行します

参加者（プロボノワーカー）が自分に合ったプロジェクトを探しやすく、
受け入れ団体の負担も少なく、関係人口が目に見えるツールです

＜NPO法人サービスグラントがサイト運営＞

https://grant.community/
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【動画】GRANTで「ふるさとプロボノ」を日本中にもっと！
関係人口創出へ
https://www.youtube.com/watch?v=6aukdZOdy4E&t=28s

「GRANT」へはこちらから！

https://grant.community/
https://www.youtube.com/watch?v=6aukdZOdy4E&t=28s
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３つの特徴
ＧＲＡＮＴの

団体の負担を最少化するシステム プロジェクト（支援募集

）記事作成からマッチングまで、雛形と ガイドがサポート。い

つでも、いくつでも募集可能。

1

コーディネーターの負担を最少化するシステム 募集記

事の編集や、プロジェクト進捗のアラート機能、代理ログインな

ど、コーディネーターが団体をフォローしやすい機能。

2

スキル・経験を社会に役立てたいと、約1,000名が登録

複数名からの参加希望や、直接お誘いすることも可能。ニーズに

応える「目標・スケジュール」は参加者が提案します。

3

しかも「ＧＲＡＮＴ」は、これらのシステム利用が無料です。

地域団体・コーディネーター・参加者ともに、システム利用において、

利用料・手数料・会費等の費用は一切発生しません。
14

（NPO法人サービスグラントが運営するサイト）



Copyright © SERVICE GRANT. All Rights Reserved.

実施の流れ・役割

⑫プロジェクト実施（次ページに流れを掲載）

②団体に「ＧＲＡＮＴ」の活用
を呼びかける

地域団体 コーディネーター参加者 サービスグラント

③「ＧＲＡＮＴ」に団体登録

⑤プロジェクト記事作成

⑥プロジェクト情報を確認・公
開許可する

⑦参加登録・プロジェクト確認

⑧プロジェクトへエントリー
⑨参加希望者との面談・選考

⑪目標・スケジュールを登録

◎プロジェクトの進行状況を
フォロー

◎過去イベント参加者等に「Ｇ
ＲＡＮＴ」参加を呼びかける

◎過去プロボノ参加者への登録 案内
や、参加希望者向け説明会

⑭参加者の経費精算*2、調整団 体へ
の謝金*3、アンケート

◎コーディネーターのフォロー アッ
プ、定期交流会

①中間支援組織に「ＧＲＡＮ Ｔ」
の活用を呼びかける

⑬プロジェクト完了後、お互いへの感謝をアセスメントで伝える

◎参加者のボランティア保険加 入*1

◎マッチングの状況をフォロー

◎現地滞在の農林水産業体験や
工程作成をフォロー

⑩プロジェクト成立の内定連絡

◎エントリーのお声がけも可能

1,2,3

④団体の登録内容を確認・許可
する

* 地域内への導入を目指して2022-2023年度までサポート1 5
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1

5

GRANTを活用した「ちばふるさとプロボノ」の実施 NPOクラブは、コーディネーター
団体として登録しています
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千葉県域のコーディネーター
団体として「GRANT」サイト
上にページがあります

団体登録は
ココから！



都市部など他地域に暮らす人々に、農林水産業を行う地域の人々と交流し、現地での理解を深めていただく
ため、旅費や経費のサポートがあります。下記の対象領域に該当する支援先と参加者、支援内容のプロジェクト
について、プロジェクトが完了した場合、以下を一定額 または 全額補助します。

＜参加者への補助＞
・参加者のボランティア保険（全額）
・現地訪問の旅費（現地までの交通費、地域内の移動費、現地宿泊費）

全額の8割、参加者1人あたり、通算4回、合計15万円まで補助
1回の滞在単位は半日の作業体験を含む2泊3日以上、1プロジェクトの期間は１ヶ月以上

（対象市町村以外に居住する、日本国籍又は永住権を有する60歳未満の方が補助対象です。
同行のパートナーも一定の条件のうえで補助。条件の詳細は「GRANT」サイトでご確認ください）

＜現地受け入れ団体への補助＞
・プログラム実施にかかる謝金、実費経費
＜半日以上の農林水産業の作業体験を含んだ2泊3日以上、参加者が
現地滞在するプログラムを実施してください＞

（滞在中の農林水産業の体験にかかった費用、ヒアリング会場費等の諸経費を一定額まで補助）

2023年度 「ちばふるさとプロボノ」の特徴

「ふるさとプロボノ」について

Copyright © ERVICE GRANT. All Rights Reserved.
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交流人口の創出のために旅費の補助などのサポートがあります



「ちばふるさとプロボノ」についての
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【お問い合わせ・事務局】

認定NPO法人
ちば市民活動・市民事業サポートクラブ
（ＮＰＯクラブ） 担当 赤木

〒261-0011 千葉市美浜区真砂5-21-12
TEL： 043-303-1688 FAX： 043-303-1689 
Email：  npo-club@par.odn.ne.jp
ホームページ : https://www.npoclub.com

■ちばふるさとプロボノ については 「GRANT」サイトをご覧ください
「ちばふるさとプロボノ」のページ
https://grant.community/tiba_probono

NPOクラブは千葉県全域を対象としたコーディネーター団体として、

 プロボノが円滑に、より効果的に進むようサポートします

千葉県内で支援希望
の団体の方は、まずは
ご連絡ください！

プロボノでのボランティア参加
ご希望の方も、「GRANT」を

ご覧ください！

https://www.npoclub.com/
https://grant.community/tiba_probono

	スライド 1
	スライド 2: まず、私たちNPOクラブについて― 行政をはじめ様々な組織と連携しながら、NPO・市民活動を支援し、地域づくりのためのコーディネートを行う千葉県域で活動する 中間支援団体です
	スライド 3: NPOクラブの「プロボノ」事業の実施について
	スライド 4: 今年度の「ちばプロボノ」の実施について 
	スライド 5: 　　認定NPO法人サービスグラント
	スライド 6
	スライド 7: 『ふるさとプロボノ』導入の実施体制
	スライド 8
	スライド 9: 「また会いたい」。地域のリアルに五感で触れて 地域への愛着が生まれる「コミュニケーション」
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12: 『ふるさとプロボノ』のその後
	スライド 13
	スライド 14: ３つの特徴
	スライド 15: 実施の流れ・役割
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18

